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太陽光発電の最大導入シナリオ

資源エネルギー庁，新エネルギー大量導入に伴って必要となるコスト負担の在り方
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日負荷曲線とRE規模
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EIT, 暮らしの中のエネルギー2009
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資源エネルギー庁：
新エネルギー大量導入に伴って
必要となるコスト負担の在り方

総費用試算結果：4.6～6.7兆円
内蓄電池費用 ：3.6～6兆円

（230～380GWh）



EV/PHEVの蓄電能力と電力需要量

試算1
(PHEV)

試算2
(軽EV)

規模[GWh] 402 416

8h充放電[GW] 50 52

電力需要 [TWh/Yr] 60.6 18.2

試算1：篠田ら（PHEV大量普及ケース：シェア75%）、 IEEJ Trans. PE, Vol.128, No.6, 2008
試算2：軽自動車の前登録台数2600万台のうち50%がEVの場合, 電費10km/kWh
EDMCエネルギー経済統計要覧、電気事業便覧平成19年度版等により作成 5



再生可能エネルギーを利用した電気
自動車向けインフラシステムの研究

（RE-EVプロジェクト：
Renewable Energy for Electric Vehicle）

再生可能エネルギー
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RE-EV Demonstration Concept
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RE-EV Demonstration Concept

Possible Charge Options:

- PV Houses
- Existing Filling Stations with RE
- EV Charge Station with RE
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主要拠点の関連

大岡山

すずかけ台

モデル住宅

東京○

9



スケジュール

基本計画

車両制作試験運用

設備設計・製作・工事
車両運行・データ収集・解析

運行計画

2008年度 2009年度

大岡山80周年記念館 PV(2.6kW) EV(i-MiEV)
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設備外観

パワーコントローラと計測機器
蓄電池 充電コンセント

コンセプトハウス（高砂）
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EV/PHEVによるRE供給変動抑制

－需要家－
EV充電への
RE優先利用

－需要家－
需給（REと消費）
に応じたEV充電

－系統－
OFF-Peakを考慮
したEV充電

－相互－
ON-Peak時の

V2G

12

2009.3.13. 東京工業大学 統合研究院 AES



発電

他の
負荷

電池

モーター
発電機

交直変換
変圧

AC

100V

AC 500V

DC

200V

系統運用者 事業所・家庭 自動車（ iPHEV ）

双方向通信

コントローラー

コンセントメーター

プラグインハイブリッド車利用の

自動車・系統連系エネルギーシステムのイメージ

出所； JHIF地域エネルギー供給構想検討分科会



MIT Energy Conference “Energy 2.0: Solving Tomorrow’s Energy Challenges” (March 2007)
From Mark Duvall’s Viewgraphs at Panel; Hybrids and Plug-in Hybrids: Driving Towards Grid-Powered Transport? 



住宅コミュニティーにおける
再生可能エネルギーとPHEV/EV
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まとめ
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• 再生可能エネルギーは供給密度が低く、
分散配置される

• 電力系統は、需給バランスを保つために
統合運用される

• ＲＥと需要の需給変動を、電力潮流の上流側
に対して適切に伝達する必要がある

• EV/PHEVは、EMSを介して系統と協調すること
で需給変動を緩和させる機能を持ち得る



第5回AES総会（予定）
日時：2009年5月26日 9:45～11:45
場所：東京工業大学大岡山キャンパス
URL ：http://www.iri.titech.ac.jp/

ご清聴ありがとうございました。


